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研究成果の概要（和文）：　原発事故やそれがもたらす広範囲の放射能汚染はかつてない経験であり、この事態
への対処の仕方の違いによって人びとを分断する。本研究は、人びとが原子力災害の経験を如何に理解し、分断
を乗り越えていくことができるのか、生業、地域内外の社会的関係、地域の歴史的経験などの果たす役割に着目
しながら民族誌的に記述した。そして、原発事故以前にあった障害者の地域生活運動や、原発誘致計画など、か
つて不確実な状況に直面した経験や、地域社会に継承された在来知が、原発事故がもたらす混沌とした状況を整
理する枠組みを人々に与えると共に、分断乗り越える糸口になる点を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This survey is based on field research of counter-practice against 
radioactive contamination caused by the accident at the Fukushima No.1 nuclear power plant. I have 
explored how people understand their experience after the accident by networking with various actors
 including subsistence activities, social relationship and local history. It is concluded that 
social experience and indigenous knowledge which had been dispelling their uncertainties help people
 regain their sense of reality in relation to the nuclear disaster.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）原発事故によって大量に放出された
放射性物質や、それが発する放射線は、見
えず／音を立てず／匂わないという特徴を
持ち、身体的・感覚的な把握を拒む。ガイ
ガーカウンターなどの測定機なしに、その
存在を確かめることはできない。たとえ放
射線量が把握されたとしても、そのリスク
の評価は、科学者や医療者によっても対立
し、議論の一致をみていない。何より、情
報をもっている当事者（電力会社・国など）
が情報を意図的に隠蔽したことすら疑われ、
人々からの信頼を失っている。このような
中で、放射能の汚染度や、福島県内と県外、
日本国内と国外、あるいは農業生産者と消
費者などといった形で、人々は幾重にも分
断されていく。家族や地域社会の中であっ
ても、たとえば避難や移住、食品の選択を
めぐって、深刻な相違が生まれてしまう。 

 
L・ボルタンスキーは、＜リアリティ＞

について、混沌とした＜世界＞を秩序立っ
た共有・調整可能なかたちに制度化したも
の、と整理している。この枠組みを援用す
れば、今、我々が生きるのは政治・経済・
文化・科学のシステムの有用性が失われる
中で＜リアリティ＞が崩壊し、混沌とした
＜世界＞が立ち現れた状況と整理される。 

 
以上の認識のもと、本研究は、原子力災

害の中で分断された人々が、＜世界＞に＜
リアリティ＞を取り戻す過程として＜学習
＞を定位し、その動態を捉えることをめざ
した。特に汚染地帯とされてしまった農村
における農業者の営農活動と、消費者、研
究者、市民活動実践者、JA や地方自治体、
国といった多様なアクターの折衝の過程に
人類学者として介入し、民族誌的記述を試
みながら、人々を創発的に結び、機能不全
に陥った制度を改変する学習過程を描出す
ることを目指した。 
 
２．研究の目的 

2011 年 3 月より引き続く原子力災害に
よって、既存の政治・文化・科学システム
は機能不全に陥った。この不確実な状況に
おいて、人々が生き方を編み直していく過
程を、文化人類学の知見に基づいて整理し、
その構造の解明を図る。 
地域住民が研究者と共同で行う放射能汚

染に対抗する営農実践の開発過程や保養・
自主避難支援活動等の参与観察、国内外の
原発立地地域・建設予定地域でのフィール
ド調査を実施し、原子力災害のなかで人々
が＜リアリティ＞を再構成する過程を記述
する。 
これによって、原子力災害についての科

学と社会の関係の有り方をめぐる議論に、
参与観察可能な人々の日常実践のレベルか
ら考察の材料を与える。そのうえで、混沌

とした＜世界＞を秩序立った共有・調整可
能なかたちにする人びとの思考の構造を解
明し、理論化する。 

 
 

３．研究の方法 
（１）放射能汚染に直面した地域におけるフ
ィールドワーク 
 放射能汚染に直面する地域の主に農村部
を対象にしながら、農業者や関係者による放
射能汚染に対抗する営農実践についての参
与観察と、地域住民に対する聞き取り調査、
および資料の収集を行う。特に放射能汚染を
如何に把握し、如何に対処したのか、地域内
外の諸アクターとの関係性に留意しながら
民族誌的記述を行った。 
 
（２）原発事故の波及過程をめぐる調査 
 上記を踏まえて、原発事故が放射能汚染に
直面していない地域を含めて、人々の＜リア
リティ＞に如何なる影響を与えたのかにつ
いて、フィールド調査を行った。主たる対象
地域として、高知県旧窪川町（現四万十町）
を設定し、聞き取り調査と資料の収集、人々
の実践についての参与観察を行った。 
 
（３）異分野の研究者・実践者との対話 
 （１）（２）の調査で得られた知見に基づ
き、文化人類学・社会学・歴史学等の研究者
と議論を行うとともに、農業者や市民活動実
践者、ジャーナリストとの対話を行う。研究
知見の検証をするとともに、実践の現場への
研究知見のフィードバックを図った。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、人々が如何に原発事故や放射
能汚染の経験を理解し、対処していくのか、
原発事故以前に行われていた生業、地域内
外で生み出していた社会的関係、そして地
域の歴史的経験の果たす役割に着目し、民
族誌的に記述した。その成果をもとに、文
化人類学以外もふくめた研究者に対する研
究発表を行う（学会・研究会での口頭発表、
学術論文・著書の刊行）と共に、原発事故
や原発立地地域で取材を行うジャーナリス
ト、地域づくり・コミュニティアートの実
践者と対話を行った。研究成果については、
高知新聞や中国新聞、毎日新聞、東京新聞
等で報道されるとともに、研究成果に基づ
くドキュメンタリーも制作された（ＮＨＫ
制作「いごっそうとはちきん：高知窪川・
地域の未来と向き合った人々」）。 
 
研究期間全般を通じ、福島県や宮城県、

そして埼玉県、高知県、新潟県などでフィ
ールド調査を行った。 

 
まず、放射能汚染に直面するなかで生産

者団体、消費者団体、研究機関が協働して



行う土壌スクリーニング調査についての参
与観察を行うとともに、関係者への聞き取
り調査を行い、放射能汚染に対抗する科学
的実践の構築過程を把握した。これと平行
し、放射能汚染に直面する農業者の営農実
践についての参与観察と聞き取り調査を行
うともに、飯館村など避難指示が解除され
た地域を訪問してフィールド調査を行った。
農業者ばかりではなく産業復興や地域づく
りに関わってきた人々や、地域経済に関わ
る人々への聞き取り調査を行った。また、
福島県等からの保養実践への参与観察や、
自主避難に関わる資料の収集を行った。 
以上の調査に基づき、人々が何を拠り所

に原発事後前後の経験を理解し、＜リアリ
ティ＞の構成をしているのかを考察した。
そして、原発事故以前にあった障害者の地
域生活運動や、原発誘致計画などかつて不
確実な状況に直面した経験や、地域社会に
継承された在来知が、原発事故において
人々が経験する不確実性を乗り越え、＜リ
アリティ＞を取り戻す糸口になる点を明ら
かにした。それはまた、原発事故に直面す
る人々の経験を、原発事故以前の地域史と
つなげて考える視座を用意するものでもあ
る。 
 
 この調査と平行し、原発や放射能につい
て多くの人々が一定の認識を持っていたと
考えられる原発立地地域や、原発立地が計
画された地域において、原発事故以降、原
発や放射能についての認識が如何に変容し
たのかに焦点をあて、調査を行った。特に
高知県旧窪川町において、原発事故後の認
識の変化に着目して調査を行った。原発騒
動当時の資料の収集や関係者への聞き取り
を継続して行うとともに、1988 年の原発騒
動終結後の窪川における農業・農村の形態
の変化に着目した。1988 年以降の窪川は農
業の再編成が進み、畜産等の集約化が進む
とともに、 高齢化や人口減少に直面してい
る。このような時代を経る中で、かつて「過
疎の特効薬」といわれた原発計画を振り返
る＜眼差し＞が如何なるものであったのか、
そしてそれが原発事故によってどう変化し
ていったのかを検討した。近年、I ターン・
U ターン誘致施策も進められ、水耕栽培に
よる大規模野菜工場も旧窪川町に建設され
ている。このような原発事故後の地域開発
を如何に理解するのかが、今後の課題であ
る。 
 
 放射能汚染の被災地域の調査で得られた
知見と、原発立地（予定）地域の調査で得
られた知見をつなぎ合わせることで以下の
ことが明らかになった。 
窪川の原発計画が白紙撤回されていくプ

ロセスは、単に原発の危険性を学習し、反
対運動に参加した住民の自発的行動によっ
て中止に追い込まれたのではない。 

それは、 
 
（１）農業者が窪川の土地に根ざしながら
多様に展開した生業戦略 

（２）村落における重層的関係、人々の移
住 や市民運動といった地域内外に広が
る関係性 

（３）戦後開拓や南米移民など原発騒動期
にとどまらない地域史 

 
を背景としながら、 原発計画が町議会にお
いて全会一致で白紙撤回される歴史的なプ
ロセスである。 
以上の知見は、「人びとが科学的知識の有

無によって合理的な行動を選択する」とい
う理解を超えるものであり、放射能汚染の
中で地域にとどまりながら、より安全な農
産物をつくろうとする農業者の行動を理解
する手がかりになる、と考えられる。さら
に、原発事故がもたらす不確実な状況に対
して、地域の在来知の果たした役割を探る
アプローチにもつながる。その一つの具体
例として、本研究では原発事故に直面した
埼玉の障害者運動の実践が、科学者や福島
の農業者も巻き込んだ対話の中で如何に再
編成されていくのかを明らかにした。ここ
において、原発事故によってもたらされた
不確実な状況に対する理解は、自分たちの
実践の歴史の再認識にもつながる点も明ら
かになった。 
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